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ANNUAL REVIEW 2016

猪狩 佳幸

2016年3月26日に日本化学会第34回化学技
術有功賞を受賞。受賞テーマは「固体表面化学
反応のための超高真空分子線装置の開発」

1985年科学計測研究所(現、多元物質科学研究所)

に採用。表面化学反応素過程を研究するプロジェク

トに参画し、国内では実用化されていなかった超高

真空分子線装置の開発に携りました。レーザー光を

用いた分子線の軸調整機構やノズル加熱機構を実

用化し、金属や半導体の表面の酸化、炭化、窒化反

応の実験を技術面で支援した功績が認められまし

た。分析・評価・観測群副代表、多元物質科学研究所

技術室副技術室長。

Igari Yoshiyuki

心に残り喜ばれるものづくりを目指し、創意工夫を重ねて作りあげた製品が意欲向上を目
的とした顕彰事業支援に貢献したとして2015年総合技術部職員研修優秀発表賞を受賞

理学研究科機器開発・研修室は技術職員が5名と小規模ですが、理学部や他部局から依頼され

る実験装置や部品の設計、製作等の研究支援、また機械工作実習の教育支援の実施、そして各

施設の耐震固定や緊急の修理等に至るまで、多岐にわたる依頼に対応しています。依頼者のみ

ならず職員同士のコミュニケーションを大事にし、年代関係なく互いの意見を尊重し協力しなが

ら技術の向上に努め、研究成果を世界に発信するためのお手伝いをしています。

津田 　隆
Tsuda Takashi

藤井 　登
Fujii Noboru

齋藤 一真
Saito Kazuma

阿部 隆行
Abe Takayuki

小野寺 知美
Onodera Tomomi

2015年総合技術部職員研修ポスター発表において「電子運動量分光装置用散乱ガスセルの0.1mm幅スリット加
工」を発表、優秀発表賞を受賞

多元物質科学研究所技術室機械工場所属

機械工場では研究者からの依頼を受けて実験に必要な実験装置・部品の設計・製作・改良を行っています。

今回の電子運動量分光装置用散乱ガスセル製作では設計から複合加工機による0.1mm幅スリット加工を担当しております。

朝倉 和也
Asakura Kazuya

布田 晴基
Fuda Haruki

左が受賞した猪狩氏、右が榊原日本化学会会長（当時） 化学技術有功賞の表彰状

2015年総合技術部職員研修優秀発表賞

0.1mm幅スリットガスセル本体（実物）

加工で使用したφ0.1mm超硬エンドミル

ガスセルスリット部加工の様子

左が受賞した朝倉氏、右が布田氏

製作した青葉理学振興会各賞の楯
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ごあいさつ 2015～2016年 総合技術部カレンダー

ANNUAL REVIEW 2015-16

大槻 達也

東北大学
人事労務・環境安全担当理事
総合技術部長

総合技術部年報第２号の発行に寄せて
　本学では、教育研究支援体制の一層の充実に資することを目的として、2009

年度に部局の枠を超え全学的視点に立って技術職員の能力向上や適正配置を

図るため総合技術部を設置し、2013年度からは６つの職群を基礎とした人事管

理、各種研修等に着手しています。

　さらに、2016年度には技術相談窓口を設け全学的な技術支援を進めるととも

に、優れた研究支援を行い研究成果の創出に顕著な貢献があった職員を表彰

する総長研究支援技術賞を創設したところです。

　社会に山積する諸課題を乗り越えていく上で国立総合大学である本学の役割

は極めて大きくなっています。その期待に応えていくためにも、教育研究を支え

る技術職員の力が十分に発揮されることが不可欠であり、本年報がその一助と

なることを期待しています。

Otsuki Tatsuya

三浦 重幸

東北大学
総合技術部 副部長

Miura Shigeyuki

総合技術部の活動報告をお届けいたします
　昨年度初めて、第一号のAnnual Review 2014 -15を発行し、学内の皆様に総

合技術部の活動を広くお知らせすることができました。今年度はここに第二号と

して2015年度後半～2016年度前半の活動をまとめたAnnual Review 2015-16

をお届けいたします。2015年9月以降の特筆すべき活動のひとつとして「総合技

術部としての全学的技術支援の検討」があります。2015年12月より総合技術部

長はじめ関係者の皆様からさまざまな助言をいただきながら検討を進めてきま

して、2016年8月に全学的技術支援の一環として、総合技術部ホームページ上に

「技術相談窓口」を開設しました。今後は、この技術相談への対応をベースに実

質的な全学的技術支援に向けて検討を進めていきますので、引き続き、ご指導・

ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

加工・開発群 電子回路・測定・実験群 安全・保守管理群情報・ネットワーク群生物・生命科学群分析・評価・観測群

2015年　11月 ● 05 [研修]　電子顕微鏡専門研修　　　　　● 06 [会議]　第5回技術専門員会議
● 09 [研修]　「超微量分析～質量分析計の基礎と応用」　　● 10 [会議]　第8回職群代表会議　　● 10 [会議]　第8回統括技術専門員会議
● 26 [研修]　Webサイト制作の基礎　― グラフィカルデザインと写真撮影技術 ―　　　　　● 26 [会議]　技術専門員会議

● 01 [会議]　第9回職群代表会議　　● 01 [会議]　第9回統括技術専門員会議
● 15 [会議]　技術専門員会議　　● 16 [採用]　内定者懇談会
● 18 [会議]　第3回拡大技術専門員会議
● 21 [会議]　広報担当部会会合

2016年　 1月 ● 05 [会議]　第10回職群代表会議　　● 05 [会議]　第10回統括技術専門員会議　　　　　● 14 [会議]　第6回技術専門員会議
● 22 [セミナー]　初任者キャリアプランセミナー　　　　　● 29 [研修]　職場見学会　サイバーサイエンスセンター
● 29 [会議]　技術専門員会議

● 02 [会議]　第11回職群代表会議　　● 02 [会議]　第11回統括技術専門員会議　　　　　● 10 [研修]　安全衛生技術専門研修
● 12 [会議]　第7回技術専門員会議　　● 15 [採用]　内定者懇談会　　　　　● 17 [会議]　技術専門員会議
● 18 [研修]　機械設計・加工グループ技術専門研修　　　　　● 19 [研修]　ガラス機器加工グループ技術専門研修
● 19 [セミナー]　初任者キャリアプランセミナー　　● 21 [採用]　職員業務説明会
● 22 [研修]　専門研修　「今、注目されている植物の話題に触れてみよう！」　　● 23 [会議]　臨時職群代表会議

● 01 [会議]　第12回職群代表会議　　● 01 [会議]　第12回統括技術専門員会議
● 07 [研修]　男女共同参画部会　東北大学総合技術部特別講演　　　　　● 09 [会議]　第8回技術専門員会議
● 18 [研修]　核・放射線管理技術専門研修　　　　　● 25 [会議]　第4回拡大技術専門員会議　部局間技術交流（浅虫技術職員との懇談会）
● 28 [セミナー]　グローバル環境部会　技術英語セミナー報告会　　　　　● 29 [会議]　職群全体会
● 31 [広報]　広報担当部会　東北大学総合技術部部内報WAZA-ALI vol.2発行
● 31 [広報]　広報担当部会　東北大学総合技術部アニュアルレビュー2014-15発行

3月

● 05 [会議]　第1回職群代表会議　　● 05 [会議]　第1回統括技術専門員会議　　　　　● 13 [会議]　第1回技術専門員会議
● 21 [会議]　技術専門員会議　　　　　● 22 [会議]　第1回技術専門員会議

4月

● 10 [会議]　第2回職群代表会議　　● 10 [会議]　第2回統括技術専門員会議
● 16 [会議]　第1回研修部会、第1回東北地区研修実行委員会　　　　　● 18 [会議]　第2回技術専門員会議
● 25 [会議]　第1回拡大技術専門員会議　　　　　● 26 [会議]　技術専門員会議　　　　　● 27 [会議]　第2回技術専門員会議

5月

● 01 [会議]　広報担当部会会合　　● 07 [会議]　第3回職群代表会議　　● 07 [会議]　第3回統括技術専門員会議
● 10 [会議]　第2回東北地区研修実行委員会　　　　　● 20 [会議]　第3回技術専門員会議
● 23 [会議]　第3回技術専門員会議

6月

● 05 [会議]　第4回職群代表会議　　● 05 [会議]　第4回統括技術専門員会議　　　　　● 07 [採用]　選考採用（最終選考）
● 15 [会議]　第4回専門員会議　　　　　● 15 [会議]　技術専門員会議　　　　　● 26 [採用]　東北地区ブロック間異動
● 27 [会議]　合同技術専門員会議

7月

●  [サービス]　技術相談窓口開設　　● 02 [会議]　第5回職群代表会議　　● 02 [会議]　第5回統括技術専門員会議
● 19 [採用]　選考採用1次選考　　● 21 [採用]　法人採用試験　　　　　　● 25 [研修]　研究室支援・学生実験支援グループ合同研修
● 25 [会議]　第4回専門員会議　　　　　● 29 [採用]　選考採用最終面接　　● 30 [会議]　第3回東北地区研修実行委員会

8月

● 06 [会議]　第6回職群代表会議
● 06 [会議]　第6回統括技術専門員会議　　● 12 [広報]　広報担当部会　総合技術部パンフレット第2版発行
● 13～16 [研修]　平成28年度東北地区国立大学法人等技術職員研修および技術発表会
● 14 [外部委員会]　東北地区国立大学法人等技術職員連絡協議会　　● 21・22 [採用]　法人採用試験合同説明会
● 23・30 [採用]　東北大学総合技術部個別説明会　　● 29 [研修]　グローバル環境部会 英語研修「技術者のための英会話術（初級）」スタート（全18回）
● 30 [研修]　第1回技術研修会

9月

● 01 [採用]　東北大学総合技術部個別説明会　　● 04 [会議]　第7回職群代表会議　　● 04 [会議]　第7回統括技術専門員会議
● 06～07 [研修]　Linux サーバーセキュリティ構築実践研修　　● 11・12 [採用]　東北大学総合技術部1次選考（専門筆記試験）
● 19 [セミナー]　初任者キャリアプランセミナー　　　　　● 19 [会議]　第5回技術専門員会議　　　　　● 27 [会議]　第5回技術専門員会議
● 29 [イベント]　東北大学109周年ホームカミングデー

10月

2月

12月

11月
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東北地区研修主会場：片平さくらホール

2016年度東北地区国立大学法人等技術職員研修の開催

　各職群での専門研修や職場見学会、講習会等が活発に行

われるようになってきました。2016年度、研修部会として担当

したのは東北地区国立大学法人等技術職員研修(東北地区

研修)の開催です。東北地区研修は隔年で本学が当番校にな

っており国立大学協会東北支部より総合技術部に委託され

ています。2016年9月13日～16日に片平さくらホールを主会

場にして行われました。

　今回は、2020年度に本学を会場に開催予定の全国総合技

術研究会に向けた実務体制づくりの最初の機会で東北地区

研修実行委員会を組織して対応しました。

　研修部会と実行委員会との合同会議を経て、実行委員会に

統括班、事務局班、技術発表会班、Webサイト班を設けまし

た。特に、Webサイト班では、これまで分かり難かった技術職

員研修と技術発表会の案内と参加申し込みを一つで受け付

けるようにサーバーやホームページなどのwebサイトの構築

と運用を行いました。

　実技研修は、前回職群で対応して特に問題がなかったこと

から６職群で８テーマの企画と実技を担当しました。特別講

演として、本学金属材料研究所の松岡隆志教授による「青色

LEDで知られる窒化物半導体の現状と将来」について、同じく

本学サイバーサイエンスセンター長の曽根秀昭教授から「情

報技術とネットワーク」について講義をいただきました。技術

発表会では、口頭発表4分野15件、ポスター発表6分野25件

が行われました。

　今回の東北地区研修では、技術発表会を担当する理学研

究科の動き出しが早かったこともあり、全体としては準備の

ための時間的な余裕があまり無いにも拘わらず、成功するこ

とができました。

　実行委員のほか、各準備作業にスポットでご協力いただい

た総合技術部の皆様にも改めて感謝申し上げます。

技術組織の確立と地位向上への取り組み

組織担当部会について

　2009 年 4月、総合技術部設置にあたり技術職員の代表として「副部長」職が

設けられ、副部長の下で全学組織として「どのような組織・運営」で、「どのよう

な活動」を行うべきかなどを模索してきました。様々な意見や検討を踏まえ、

2012 年 6月「統括技術専門員会議」の設置、2013 年 2月には｢職群制度｣が導

入され、2014 年 1月職群代表会議の設置、2014 年 6月各職群に技術専門員

会議を設置し現在に至っています。組織担当部会は上記のような総合技術部

の運営体制や組織のあり方などについて検討する部会です。

職群代表会議

　2014 年 1月、総合技術部副部長に加え、各職群代表を務める統括技術専門

員が｢管理職｣として発令されました。これに伴い、副部長の呼びかけにより本

会議が毎月の統括技術専門員会議前に定期開催されることになりました。

技術専門員会議

　総合技術部の企画・運営を行っている｢統括技術専門員会議｣だけでは活動

や情報を学内全ての技術職員に周知する力が乏しいと考え各職群に｢技術専

門員会議｣を設置し、技術専門研修等の企画・運営など活動の一翼を担っても

らう体制を整備しました。

また、2014年、2015年、2016年と、統括技術専門員及び技術専門員を構成員と

する合同技術専門員会議を開催し、総合技術部の状況や今後の運営方針、組

織のあり方などについて意見交換を行い情報の共有化に努めています。

運営体制の確立と組織としての役割の明確化

　総合技術部発足以来、統括技術専門員会議及び技術専門員会議などの設置

や職群制度の導入による職群代表会議など、運営体制の整備が進められてき

ました。しかし、現在においても部局内技術職員組織との役割分担や職責手当

適用職の適正な配置などの検討課題があり、現在それらについて検討作業を

進めているところです。

　2016年度、全学的技術支援を行う目的で技術相談窓口を開設し｢総合技術

部｣が学内組織として、技術職員はもとより教員、事務職員・学生に認知されると

共に技術職員の地位と技術力向上に資する運営体制の確立を目指していきた

いと考えております。

人事評価（教育研究系技術職員）制度検討ワーキンググループ設置

　本学の教育研究系技術職員を対象とした人事評価制度は、2009 年度に技術

職員人事評価制度が実施され、2010 年度に総合技術部人事評価制度に係る

作業部会による再検討を経て、2011 年度に一部改訂が実施されました。しか

し、教育研究系技術職員人事評価において、現状に即していないなどの問題点

を指摘する声が多く寄せられました。

　その後、2012 年５月に「人事改革」プロジェクトチームにおいて、総合技術部

による教育研究系技術職員の全学的人事管理の実効性向上が提起され、従来

の部局組織（縦の組織）に加え、新たに職群としての組織（横の組織）が設置さ

れ、マトリックス型の組織管理が導入されました。これにより、従来からの人事

評価制度はいろいろな面で実態に合わないものとなってきたため、職群制度

導入によって変化してきたことへの対応も含め、総合技術部職員の業務実態等

を踏まえた上で、部局及び職群の両面から評価できる新たな人事評価制度の

構築を目指し、2012 年度より総合技術部統括専門員会議に人事評価制度担当

部会を設置して検討を進めてきました。

　総合技術部職員の人事評価制度改定にあたり、世界最高水準の教育を創造

することを使命とする本学において必要とされる技術職員像を明確にしておく

ことが重要です。総合技術部職員は教員のイコールパートナーとして技術革新

が急速に進展する中、環境変化を予測し、柔軟かつ既成概念にとらわれない斬

新な発想力を育み、より高度な技術を習得し、その技術力を最大限に発揮して

本学の教育・研究を支援していくことが求められます。

　新しい人事評価制度では、本学として総合技術部職員に期待する役割、行

動、能力等を評価項目・評価基準として明示し、公正かつ適切に評価すること

により職員一人ひとりの意識改革及び行動改革を図ることが重要であり、この

主旨に基づき、人事評価制度担当部会として2015 年度末から2016 年度前半

にかけて人事評価マニュアル、人事評価シート、業務報告書の改訂を行いまし

た。その後、2016 年７月に開催された本学人事評価制度運営委員会において、

人事評価（教育研究系技術職員）制度検討ワーキンググループの設置が承認さ

れ、今後はこのワーキンググループにおいて、人事評価制度担当部会で検討し

てきた内容をベースとして制度改定に向けた作業を進めていくことになりま

す。

アニュアルレビュー2014-15
「ひと言報告」のページ

部内報WAZA-ALI vol.2の表紙

各種広報制作物を通じた情報発信　－総合技術部内外の繋がりを求めて－

受け継ぎ、繋ぐ 「̶WAZA-ALI vol.2」発刊

　総合技術部の部内報として位置づけているWAZA-ALI（技あり）の第2

巻を2016年3月に発刊しました。分析・評価・観測群で実施された新人

教育研修についての対談記事では、部局の枠にとらわれずに全学的に

取り組んだ経緯を知ることができ、また新任職員たちに求める職員像や

将来への期待が述べられています。情報・ネットワーク群の職員２人に

よる対話では、それぞれの部署で業務上苦労していることや、ネットワ

ークサービスの部局を超えた全学的な連携を実現したいという共通の

思いなどが語られています。こうした対談形式の記事や寄稿によって、

今回も個々の技術職員の考えに直に触れた内容となりました。編集側と

しても、このWAZA-ALIという媒体が技術職員同士の繋がりの一助にな

ることを願っています。今後もこのスタイルで巻を重ねて行く計画です。

「東北大学総合技術部アニュアルレビュー2014-15」の発刊

　総合技術部の1年の活動をまとめた報告書を2016年3月に初めて発

刊しました。2015年度当初から仕様の検討を始め、いわゆる年報という

範疇ではありますが、単なる活動の記録という意味合いのものではな

く、将来の希望や目標を抱かせる内容を盛り込む構成を考えました。特

に「ひと言報告」の欄では、職員の生き生きとした表情とともに短いコメ

ントを載せ、見た目の楽しさを感じてもらうとともに、職員の（載る人も

見る人も）意欲向上につながってくれればというねらいがあります。な

お、次の「アニュアルレビュー2015-16（この報告書！）」では構成および

体裁を再検討してよりコンパクトなものに改めています。

総合技術部紹介パンフレットの更新

　総合技術部の概要を紹介したパンフレットを2014年に初めて制作し

ましたが、その後の職員数に変動があり、仙台地下鉄東西線の開業に

伴う交通案内の修正等が必要となったことから、このたび更新版を作成

しました（2016年8月発行）。職員採用説明会等での配布資料として有効

に使用されています。

総合技術部ホームページの充実が課題

　部会が担う仕事のもう一つに総合技術部ホームページの運営があり

ます。2015年にリニューアル版を開設し、2016年8月には「技術相談窓

口」のページが新たに付加されましたが、現時点で未完のコンテンツが

あったり、更新が活発でなかったりします。広報のための有力な媒体と

してホームページの活用、充実を図るのが重要課題のひとつです。
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電子回路・測定・実験群グローバル環境部会
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　一人の女性技術職員の方からの「育休等の情報が欲しい」

と言う声から始まった仮称「女性の会」は、2014年度には「女

性技術職員の会」と名を変えて活動をしていましたが、2016

年度からは「男女共同参画部会」となり、本格的に活動を開始

しました。それに伴い、これまでの担当者は女性技術職員の

みの5名でしたが、男性技術職員2名を加え、計7名での活動

となりました。

　2016年3月に開催した「特別講演～男女ともに活躍するた

めに～」の後に実施したアンケートに「年齢や性別により就

業制限のある業務に就いている技術職員について総合技術

部で把握する必要があるのではないか」との意見が出され、

部会および統括技術専門員会議で検討した結果、「状況を把

握すべき」と判断しましたので、10月に「労基法等により就業

制限のある業務についての状況調査」を行い、10月末の期限

までに男性43名、女性32名、計75名の方から提出して頂きま

した。

　明らかに就業制限業務に就いている方は、当初予想よりは

多くはありませんでしたが、数名の方ができるだけ早めの対

応が必要と思われました。これは技術職員だけで対応できる

ことではありませんので、当事者はもちろんのこと、産業医・

人事課・部局関係者等、必要な方々と連携しながら、慎重に動

きたいと思っています。

　詳細につきましては現在（2016年11月末執筆）まとめてい

る最中です。まとまり次第、皆さまにお知らせいたしますの

で、もう少々お待ちください。なお、この記事を読み、状況調査

を提出したいと思った方、既に提出したけれども提出し直し

たいと思った方がいらっしゃいましたら、もうしばらくは総合

技術部ファイルライブラリーで調査用紙をダウンロードでき

ますし、ファイルをメールでお送りすることもできますので、

随時、責任者の伊東宛にお寄せ下さい。

　また、就業制限業務に関すること以外にも取り上げて欲し

い課題等がある方は随時お知らせください。順次、対応して

いきたいと思っています。

東北地区研修・最先端の圧力計測技術の紹介
（特殊な塗料を用いた圧力計測）

「超高真空技術」専門研修の様子

部局の垣根を越えた技術交流と技術力の向上に向けて

　本職群は６部局（理、工、金、流、通、多）68名の職員で構成され、

実験・研究や教育・実習と密接に関連する技術支援業務を担い、そ

の業務を通じ専門的な知識・技術やノウハウを身につけてきまし

た。しかしこれらの知識と経験は、総合技術部発足後も共有されるこ

とは少なく部局の垣根の中に留まっている現状があります。2016年

度は、技術専門員会議を定期的に開催すると共に職群内の知識・経

験の共有を図るため、職員の相互理解や技術交流に資する下記の

活動に力をいれて来ました。

技術交流会及び技術専門研修会の開催

　技術交流会を２回（9月と12月）開催し、各部局を代表する職員か

ら部局の技術支援体制、代表的な技術支援業務や特徴のある研究

設備等を紹介して頂きました。また、本職群には構造解析や半導体

の開発に欠かせない真空技術に関わる業務に従事する職員が多く

在籍していることから、真空実験装置の構築や真空機器取扱いの習

得を目的に「超高真空技術」専門研修を開催（11月）しました。本研

修の実施に際し、多元研・髙橋雄二先生には、真空技術の歴史から

未来の展望について講義を行って頂いただけでなく、実技研修に必

要な研究室の真空設備・機器の提供など多大な協力を頂きました。

東北地区技術職員研修・実技の講師を担当

　風洞実験の基本的な計測項目である「風速・圧力・抗力」につい

て、気流の中に置かれた円柱周りの風速・圧力の計測を行い、計測

されたデータを基に風によって円柱に働く抗力を求めました。また

流体研の永井大樹先生に、最新の計測技術である特殊な塗料を用

いた圧力計測について紹介して頂きました。

今後の展望

　今後も、技術交流会や専門研修を定期的に開催すると共に、各部

局に配属された職員と職群代表・副代表が職群の運営等について

意見交換する「懇談会」を企画します。また、若手職員の技術的な視

野を広げることを目的に、短期間配属部局の枠を超えた積極的な技

術交流も検討していきたいと思います。

技術職員を対象とした英語研修を開始

　グローバル環境部会は東北大学のグローバルビジョンに向けて、

技術支援の立場からグローバル化に対応するために設置されまし

た。東北大学のグローバル化の取組みにより各部局に於いて留学

生の増加、共同研究による外国人研究者の増加がみられます。これ

らの状況の中、教育・研究支援に携わる技術職員が留学生・外国人

研究者との関わりの中でコミュニケーション能力の向上が望まれて

います。グローバル環境部会ではこれらに対応すべく活動を進めて

います。

技術職員を対象とした英語研修を開始

　技術職員を対象とした英語研修を2016年9月より開始しました。

「技術者のための英会話術(初級)」と題したもので、外国人講師によ

る毎週木曜日1時間、全18回のコースです。技術職員が留学生・外国

人研究者等と、技術的な問題について英語で応対できるようにする

ことが目的です。挨拶や簡単な日常会話からはじまり、自分の専門技

術分野について説明したり、また質問を理解し回答できるようにな

ることを目指します。募集定員は16名(8名×2クラス)でしたが25名

の応募があり、定員を増やして24名でスタートしています。普通は回

が進むにつれて受講者が減る傾向にあるのですが、このクラスはほ

んどの方が毎回出席しており、英語習得への強い熱意を感じまし

た。この研修は加齢医学研究所の協力を得て実現したもので、星陵

キャンパスで行われています。青葉山キャンパスや片平キャンパス

からの参加者も多く、将来的にはそれぞれのキャンパスで実施でき

ればと思っています。今回は初めての試みであり、講師ともども試行

錯誤の日々ですが、部会として経験を積んで、よりよいレッスンを提

供できるようにしてゆくつもりです。

技術英語セミナーへの学外派遣研修

　2015年度より学外派遣研修として民間主催の技術英語セミナー

へ派遣を行っています。2015年度は2名の技術職員を派遣しており

今後も数名の派遣を検討しています。職場での実践的なコミュニケ

ーションの向上を目しています。研修参加後は大学内で報告会を開

催し、全学的に研修内容の情報共有を図っています。

海外大学等技術系職員による講演会の実施

　海外での技術支援体制について情報を得る機会として計画を進

めております。

機械系試作センター（工学部）

機械加工（技術職員研修）

ガラス加工（技術職員研修）

「モノつくり」による研究支援と技術指導

加工・開発群の業務

　加工・開発群には「機械設計・加工グループ」と「ガラス機器加工

グループ」の２グループがあり、職員は工学部、理学部、金属材料研

究所、電気通信研究所、流体科学研究所、多元物質科学研究所の機

械工場・ガラス工場に配置されています。CAD/CAMシステム、マシ

ニングセンタ、複合加工CNC旋盤、放電加工機などの最新鋭工作機

械による超精密加工や、汎用工作機械・手仕上げなどの継承されて

きた技術を活かして研究に必要とされる実験装置や部品等を製作

しています。また、工作実習における学生への技術指導などの教育

支援も行っています。

　全学的な技術支援としての技術相談窓口の運用も開始され、工

場を持たない部局からの技術的な相談にも応じられるようになりました。

　2015年度総合技術部技術研修、2016年度東北地区技術職員研

修、加工・開発群での技術研修が実施され、スキルアップや部局間

交流に成果を上げています。地域貢献として職場体験活動や職場見

学を受け入れています。

加工・開発群の活動

○技術専門研修

　・機械設計・加工グループ　　44名参加

　　2016年2月18日(木)　株式会社タンガロイ(福島県いわき市)

　　超硬チップ製造工場の見学と難削材加工についてのセミナーを受講

　・ガラス機器加工グループ　　24名参加

　　2016年2月19日(金)　

　　講演「ガラス工芸技法と制作環境」講師：富山大学技術職員

○総合技術部技術相談窓口の運用開始(7月)

○2016年度東北地区国立大学法人等技術職員研修

　2016年9月13日(火)～9月16日(金)

　実技講習9月15・16日　工学部が担当

　「工作機械による小型バイスの製作」6名参加

　「ガラス細工体験」3名参加　

○法人採用試験　2名採用内定

○技術専門研修　58名参加

　2016年12月13日(火)　 

　宇宙航空研究開発機構　角田ロケットセンター見学
労基法等により就業制限のある業務について
の状況調査

男女ともに技術職員として活躍するために

「技術者のための英会話術（初級）」授業風景
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情報・ネットワーク群

生物・生命科学群

分析・評価・観測群
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東北地区研修
（高圧ガス及び低温寒剤取扱いの講義と実技）

専門研修（安全衛生関係）

研修と全学支援　－より高度な専門家集団へ－

安全・保守管理群は、労働安全衛生、放射線管理、寒剤（液体ヘリウ

ム、液体窒素等）の製造と装置の運転、管理、大型設備の保守管理を

主な業務とする職群です。

次の研修を実施しました。

(1) 安全衛生関係

　2016年2月10日(水)、多元物質科学研究所（片平地区）、参加者 47名

佐々木順彦特任教授（多元物質科学研究所）の講演、「化学物質のリ

スクアセスメント」への対応について（三上恭訓技術専門職員、工学

研究科）、他

(2) 核・放射線管理関係

　2016年3月18日(金)、生命科学研究科（片平地区）、参加者 23名

大槻勤教授（京都大学原子炉実験所）の講演、放射線管理に関する

最近の話題の紹介（結城秀行技術専門員、サイクロトロン・RIセンタ

ー）、他

(3) 平成28年度東北地区国立大学法人等技術職員研修

　2016年9月15日(木)、16日(金)、極低温科学センター、参加者6名

高圧ガス及び低温寒剤取扱いの講義と実技（丹野伸哉技術専門員、

金属材料研究所・極低温科学センター）

　安全・保守管理群では、専門研修の講師に技術職員が積極的に

関わっていただいています。短い時間でも講師をするとなるとそれ

なりの準備・勉強が必要になりますし、わかりやすく教える工夫をす

る過程でものごとの本質を深く理解することができ、講師役本人の

研鑽にもなります。技術職員の技術レベルの向上と後進の育成につ

なげ、職群が「より高度な専門家集団」へと発展して行くことを期待

しています。

　2016年4月より1年間、星陵キャンパスの技術職員1名（加齢医学

研究所）を農学研究科兼務として発令しました。2016年度に農学研

究科が雨宮キャンパスから新青葉山キャンパスへ移転するにあた

り、放射線施設も引っ越しを行います。一時的に施設が2箇所に分散

することになり、放射線管理の業務量が増えるので、支援のため兼

務配置したものです。今後とも、必要に応じて、部局を越えた全学的

支援を行ってゆく予定です。

東北地区国立大学法人等技術職員研修
（2016年9月）実技講習
「マウスにおける生殖工学技術」コース

「薬用植物園の視察」（学外派遣研修）
（2016年9月）情報交換会

「薬用植物園の視察」（学外派遣研修）
（2016年9月）東京都薬用植物園

実績

専門研修

　(1)「今、注目されている植物の話題に触れてみよう！」（2016年2月22日）

　　学術資源研修公開センター（東北大学植物園）「青葉山・川内地区」　

　　参加者26名

　(2)「研究室支援・学生実験支援グループ合同研修」（2016年8月25日）

　　農学研究科講義室「雨宮地区」　参加者26名

　(3)「他大学等における薬用植物園の視察」（学外派遣研修）（2016年9月1日・2日）

　　東京都薬用植物園、東京薬科大学薬用植物園、東邦大学薬用植物園　

　　派遣者2名

　(4)「マウスにおける生殖工学技術」（実技講習）（2016年9月15日・16日）

　　東北大学動物実験センター実習室「星稜地区」　受講者3名

技術専門員会議

　当職群の技術職員が配置されている部局は10部局あり、技術専

門員だけでなく各部局から代表者を選出し、拡大技術専門員会議と

して実施しています。職群運営や情報共有を図るだけでなく、各部局

の技術職員の状況やニーズの把握、連絡・連携を密にするために有

効に機能しています。会議では主に職群専門研修の企画を検討して

います。

活動方針

　生物・生命科学群に所属する技術職員の業務や専門性は多種多

様であり、各部局に配置されている技術職員の職場や業務を互いに

知り、互いに理解することから始めています。これまで、各キャンパス

の技術職員が主体となって職群研修を開催し、職場紹介や業務紹

介、見学会などを実施してきました。少しずつ互いの顔や仕事も見

えてきたものと思います。今後も各キャンパス状況の把握を進めな

がら、業務グループ毎の専門性に応じた研修の企画に取り組んでい

きたいと考えています。そして技術職員間の情報交換や技術交流を

促進し、実績を積み重ねながら、技術職員の資質向上、適正配置お

よびキャリアパス構築に繋がるような職群活動を展開していきたい

と考えています。

全学支援体制に向けて　－横断的支援体制へ－

　分析･評価・観測群は、多種多様な分析装置を用いた依頼分析等

への対応・技術相談・評価および保守管理、自然現象（地震、噴火、大

気、海洋、天体）の観測および観測機器等の設置・保守管理を行い、

教員、学生の教育・研究活動に対して効率的で高度な技術支援を行

う職群です。

　分析依頼・分析相談などについては、各部局の現体制を維持しな

がら全学的支援ネットワークの構築を行い、学外等からの分析依

頼・相談についてはテクニカルサポートセンター（TSC）と連携しな

がら対応していく体制を整える予定です。

　2016年の9月15・16日に行われました2016年度東北地区国立大

学法人等技術職員研修・実技研修で、2テーマを担当致しました。

＜テーマ1：スケールに応じた物質の構造分析　受講者4名＞

　概　要：SEMを用いたミクロスケールの表面構造解析、TOF-SIMS

　　　　 を用いた分子構造解析を行う。

　講　師：多元物質科学研究所技術職員4名（猪狩、大橋、宍戸、小澤）

＜テーマ2：分光分析装置・質量分析装置による物質の定性分析　

受講者4名＞

　概　要：顕微レーザーラマン分光装置、蛍光Ｘ線分析装置、　　

　　　　 MALDI-TOF-MSを用いて、有機・無機物の定性分析を行う。

　講　師：工学研究科技術職員3名（望月、高階、根本）

　また、2016年度も教員・学生も参加対象としたオープン的な研修

会を企画してきました。2016年12月9日には電子顕微鏡研修を開催

し、「電子回折の基礎と応用について」を学内教授の先生にお願い

し講演頂き、「金属材料における顕微鏡観察の前処理作業の改善に

ついて」の講演並びに実技実習として「前処理(研磨)作業条件設定

の見極め方」をメーカーの技術者の方にお願いし58名の参加を頂

きました。他に、2017年1月27日に「表面分析セミナー　―XPS波形

解析―」、3月17日に職群全体会を企画しております。

　職群として、同種の分析・評価・観測業務を行っている技術職員が

部局の枠組みを超えて互いに連携し、専門研修や情報交換会など

を通じ自分を磨き、モチベーションを高め、スキルの向上、後輩の育

成、効率的な装置の運用等を目指しながら、本学における「研究第

一主義」理念の基に教育・研究活動へ更なる技術支援ができる専門

家集団へと発展していければと考えております。 広報技術専門研修（2016年11月）

全学的支援に向けて
（農学部・農学研究科棟 青葉山新キャンパス）

「分光分析装置・質量分析装置による物質
の定性分析」コース

東北地区国立大学法人等技術職員研修
(2016年9月)実技研修

全学支援体制の確立　－部局・職群を超えた支援への挑戦－

 [全学的支援に向けて]

　2016年4月より1年間、星陵キャンパスの技術職員3名(歯学研究

科・歯学部1名、加齢医学研究所2名)を農学研究科・農学部兼務とし

て発令しました。2016年度に農学研究科・農学部が雨宮キャンパス

から新青葉山キャンパスへ移転するにあたり、一時的にネットワー

クが2つのキャンパスに分散することになります。そのため増大する

業務を支援する目的で兼務職員を配置したものです。星陵は雨宮と

近いため、3名は主として雨宮キャンパスを担当します。今後も、必

要に応じて、部局を越えた全学的支援を行っていく予定です。

[広報技術専門研修について]

　個々のスキルアップを図るために専門研修の開催、定期的な職場

見学を中心とした運用・管理・構築・セキュリティー対策等の技術紹

介・情報交換などを行っている中で、2015年度から広報業務等を見

据えた専門技術研修も開催しています。

近年、情報・ネットワーク担当の技術職員が広報業務の一部（特に

webサイト運営やリニューアル、写真や動画の撮影・編集）を兼務す

る事例が数多く見られます。しかし、webサイト運営やリニューアル

に関する知識、素材等を作成するソフトウェア、写真撮影などについ

て指導を受ける機会がほとんどありません。

そこで当群としては、直接の現場担当者に基本的な知識や技術習得

の機会を提供することで、より主体的な業務遂行や、モチベーション

の向上などにつながると考えています。

2015年度開催のWebサイト制作の基礎（グラフィカルデザインと写

真撮影技術）と2016年度開催のWebサイト運営の基礎（デザイン用

ソフトウェアの使い方と戦略的なweb運営について）では、それぞれ

第一線で活躍するプロフェッショナルによる講習会を開き、実務経

験者や現担当者さらには他の職群からも多くの参加者がありまし

た。参加者からの講習内容についての評価も高く、実務への応用が

期待されます。

今後も、各担当者の業務内容の把握や活動実態等を詳しく調査し、

ニーズに合った研修を企画・開催していきたいと思います。また、大

学全体の広報活動の更なる質の向上を目指し、参加者枠を教育・研

究支援系技術職員以外の職員・学生等にも広めて、互いに連携して

関わっていくことができればと考えております。

ライフサイエンスを支える基盤技術　－教育・研究支援の充実を目指して－
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